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ワーズ ワー スの精 神 の神 髄
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1.魂 の圧制 者 憎むべ き人間の敵
ワーズワースの詩風は,r序 曲』9巻 か らその趣が変わ り,現実世界,人 問
社会への不義,圧 制,陰 謀に対する予言者的態度が強 くでている。彼はフラン
スのある都市で一人の出フランス革命に参加した兵士に会 う。
One,reckoningbyByars,
Wasintheprimeofmanhood,anderewhile
HehadsateLordinmanytenderhearts,
Thoughheedlessofsuchhonoursnow,andchanged
Histemperwasquietmasteredbythetimes,
Andtheyhadblightedhim,hadeataway
Thebeautyofhisperson,doingwrong
Aliketobodyandtomind...(IX,143-50)
(彼らのなかの一人で,
年令か らいえばまだ男盛 りで,た しか昔は
*本 論 は1989年7月16日小 牧久 時 平 和 財 団,世 界 大 学,フ ラ ンス国 際 大学,地 球 み ど り
の 会連 合主 催 「絶 対平 和 へ の 四 段 階,連 続 公 開 講 座 」 第4回 分 科 会 講座(世 界 大 学 講
座 リー ズ)そ の 後1989年9月14日世 界大 学42回年 次 大 会"FacingaNewMillennium
inEducation-AGIobalPerspectiveonEducatingforPeace"で英文 で 発 表 し
た もの に 加 筆,補 足 した も ので あ る。
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そ うした男の誉れには,い まではまったく無頓着になっている者がいた。
随分多 くの女性たちの心を支配したはずなのに,す っか り変わ り果て,
彼の気性までが,時 勢によってすっか り和 らげられ,
生気を奪われ,端 麗な容姿も,あわれ無惨にむしぼまれ,
ついに精神までも,肉体 と同様に,害 ね られてしまったのだ。)
この兵士は,何故,こ のように見るかげもなく,精神も肉体 も傷 つ いた の
か。かつては理想に燃え,心 も明るかったであろ うに。この有為の青年に何が
生 じたのか。彼は政治家にだまされていたのである。
NowdoIfeelhowIhavebeendeceived,
ReadingofNationsandtheirworks,infaith,
Faithgiventovanityandemptiness...(IX,173-75)
(今こそ,は っきりわか ったのだが,自 分は騙されていたのだ。
諸国家およびその為す ところを信頼 して眺めていたが,
その信頼は,じ つに無常なむなしいものに捧げられていた。)
彼 は恐 ら く,時 の権 力者 の見映えぶ りに心を奪われた のであ ろ う。そ の概観
が,・・vanity,""emptiness"である とは気づか なか った。 それ が国家 の権威を
着 ているが故 に。 これに較べて,イ エ ズス ・キ リス トはその見えない姿 であっ
て も,真 の人 の救 い主 であ り,彼 に忠実 であ る者を最後 まで忠 実 で い て 下 さ
る。 この世 の君 と神 の御 子 と何 と大 きな相違があ るこ とか。 しか し,詩 人 ワー
ズ ワースは この よ うな華美,高 位,王 位 には 目を くらまされ なか った。
YetintheregalSceptre,andthepomp
OfOrdersandDegrees,Inothingfound
Then,orhadever,evenincrudestyouth,
Thatdazzledme... (IX,212-15)
.,
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(当時はもちろん,そ れ以前の年端もゆかない若年の頃でさえも,じつに
あの帝王のもつ笏にせ よ,高位高官のみせび らかす虚飾にせよ,
何ひとつとして,私 の目を くらませるようなものは存在しなかったのだ。)
御 こ人間社会の本質を見抜 く力があったのである。それは,
者は,二流の者であることを知っていたか らである。
この世を支配する
butratherwhatmysoul
Mournedfor,orloathed,beholdingthatthebest
Rulednot,andfeelingthattheyoughttorule.(IX,215-17)
(それ どころか,こ の世を最良のものが支配していないのを 目撃し,
最良のものこそが世を治むべきであると痛感して,
嘆かわしく思い,嫌悪の情 さえ抱いた ものだった。)
人の上に立ちたがるものはその社会の二流の人士であるこ とは,当 時 も今
も,いつこの社会にあっても大体変わ らない。まことに優れた者は他人の権利
を尊ぶ余 り,他人の正当な権利までも踏みつけて,自分がのさぽることを恥 じ
るからであろ う。大体,上 に立ちたが り屋は,あ くの強い,我執に固まり,野
心をもち,自分の出世の邪魔になるものがいると,あ らゆる小策をろうして,
直接的,間接的に彼を倒 し,社会的にひそかに人格を傷つけていく。そのよう
な,人が,小権力者たちとして,い ばっているのが,社 会である。これを,ワ
ーズワースはまことに敏感に感 じ取 ったのであろ う。このような,横 暴な権力
者たちの犠牲となった人kに,ワ ーズワースの同情は向いていく。
...tearshavedimmedmysight,
Inmemoryofthefarewellsofthattime,
Domesticseverings,femalefortitude
Atdearestseparation,patriotlove
Andself-devotion,andterrestrialhope
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Encouragedwithamartyr'sconfidence. (IX,275-80)
(家族との離別,最 愛のものから引き離されてじっとこらえている女性の
すがた
ひたす ら国を愛してやまない自己犠牲的精神,
殉教者のような確信に鼓舞されて燃えたつ,あ の
理想を現実に実現しようとする熱烈な情熱,
それ らを思い浮べて,思 わず涙が私の目を曇 らせてしまったのだ。)
しか し,か よ うな小権 力者 の犠牲 に され て も,なお,気 高い心 を持 って,ま す ま
すその品性を磨 き,愛 情に富み,貧 しい人々に対 して奉仕 するタイ プの人がい
る。現在で言えぽ,マ ザー・テ レサの よ うな人であ る。 この よ うな人 こそ,キ リ
ス トの系列に連な り,天 国に生 きている人kで ある。 ス ウーデ ンボル グ流に言
えぽ,"celestialdegree"にい る人 であ る。将校 の中に,他 と違 ったタイプの人
がいた。彼は除け者に され,嫌 われ ていた。 しか し,彼 は次の よ うな人である。
AmeekerMan
Thanthislivednever,oramorebenign,
Meek,thoughenthusiastictotheheight
Ofhighestexpectation. (IX,298-301)
(彼ほど優 しく
親切な人は,い ままでこの世に存在しなかったほどで,
や さしくはあっても,高 らかな理想に対しては
この う>xなく情熱を燃やしていたひとだった。)
心の柔和な人で,最 高の理想には熱情的であった。その上,
Injuries
:.
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Madehimmoregracious,andhisnaturethen
Didbreatheitssweetnessoutmostsensibly
Asaromaticflowersonalpineturf
Whenfoothathcrushedthem.(IX,301-5)
(人kの侮辱を うけて,
彼はいっそ う寛大な人になっていった。あの頃の彼の性格は,
まるで,踏 み砕かれればますます,ふ く郁 と芳香を放つ
アルプスの草原に花咲 く草花のように,
ひときわ,き わだってその甘美な魅力を放っていた。)
傷つけ られて も,破 壊 されず,却 って寛大 になる。 アルプスに花 のよ うに,
その香を放 ってい る。
Bybirthheranked
Withthemostnoble,butuntothepoor
Amongmankindhewasinservicebound
Asbysometieinvisible,oathsprofessed
ToareligiousOrder.Manheloved
AsMan,andtothemeanandtheobscure,
Andallthehomelyintheirhomelyworks,
Transferredacourtesywhichhadnoair
Ofcondescension... (IX,309-17)
(生まれは
きわめて高い身分だったのに,ま るで,
聖職授与式で宣言される誓いさながらの,あ る
目に見えない絆によって,と りわけ貧しい人kに対する
奉仕とい うことが,彼 に課せられたのだ。彼は人間を,
一87一
佛歡大學研究紀要通卷74號
人 間 として愛 した。身分の卑 しい人k,無 名 の人k,
つつま しい仕事 につつ まし くいそ しんでい るすべての人kに,
彼は特別の好意 を示 していた。 それ は決 して
恩着 せが ましい態度 でな くて......)
人を人 として愛するこ と,こ れ こそキ リス ト ・イエズスの説かれた愛であっ
た。それは,す べての命 は神 に由来す るか らであ り,人を人 として愛す るのは,
神を愛す ることであ る。 この よ うな,人 こそ,本 来の指導者であろ う。 しかし,
前 に も触れた ように,現 実の社会(宮 廷)は 品性の下等な者が治めている。
wheretheManwhoisofsoul
Themeanestthrivesthemost,wheredignity,
Truepersonaldignity,abidethnot,
Alightandcruelworld,cutofffromall
Thenaturalinletsofjustsentiment,
Fromlowlysympathy,andchasteningtruth,
Wheregoodandevilneverhavethatname,
Thatwhichtheyoughttohave,butwrongprevails,
Andviceathome.(IX,354-62)
(そこでは,も っとも下劣 な人間が,も っとも幅を きかせ ているのだ。
また,そ こは,尊 厳,つ ま り,
真 に人間的 な尊厳 などはか>xって通用せず。
澄んだ情緒の,ご く自然 なほ とば し り,
つつ ましい思いや り,人 の心 を洗 って くれ るよ うな真 実 さ,
そ うした ものか ら一切 き り離 された,じ つに
軽薄 で惨酷なひ とつの世界であ り,ま たそ こには,
善 と悪 とが,そ れぞれ本来の名称をす っか り取 り違 えて邪悪 がはび こり,
悪徳 が居すわ ってい る場所なのだ。)
..
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柔和に生 き,心の純真なもの,信仰にあって神を敬い,人格観念 を持 つ の も
は,彼が属する社会において,だ いたいこのような体験をするのである。 ワー
ズワースは,よ くぞそのことを歌 ってくれたと私は彼に感謝する。彼こそまこ
との詩人,予 言者である。低俗な人士の支配するところ,人間の尊厳は顧みら
れず,道徳 も,信仰 も有用 しない世界である。そこに社会の改革の精神が起っ
てくるのである。
Weaddeddearestthemes,
Manandhisnoble.nature,asitis
ThegiftofGodandliesinhisownpower,
Hisblinddesiresandsteadyfaculties
Capableofcleartruth,theonetobreak
Bondage,theothertobuildliberty
Onfirmfoundations,makingsociallife,
Throughknowledgespreadingandimperishable,
Asjustinregulation,andaspure
Asindividualinthewiseandgood.(IX,362-71)
(それか ら二人はもっと重大な問題
すなわち,人間 とそれか ら神の賜物であ り,し ょせん
神のちか らのうちにある人間の崇高な性質などについて,
それか ら,人間の盲 目的な願望と,明晰な真理の把握を可能にする
人間の着実な能力について語 り合い,前 者は人間を束縛 している絆を打破
し,
後者は,ひ ろくゆきわたる滅びることない知識を通 じて,
社会生活をできるだけ紀律正しいものにし,
賢人や善人において見 られるような,純 粋で,
個性的なものにすることによって,社 会的自由を
確固とした基盤の上に うちたてるべきものと考>xた。)
.,
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社会の改善は,学校教育,教 会,家庭全般に拘る改革に通ずる。人間はひと
りひとり神に由来するものである。神以外の人間が独裁することを,ワ ーズワ
ースは心から憎んだ。
Yetnottheless,
Hatredofabsduterule,wherewillofOne
Islawofall,andofthatbarrenpride
Inthemwh?byimmunitiesunjust,
BetwixttheSovereignandthePeoplestand,
Hishelperandnottheirs,laidstrongerhold
Dailyuponme,mixed,withpitytoo
Andlove... (IX,503-10)
(だが,依然 として
一人の国王の意志が,万人の法律となるような独裁的支配を憎悪 し,
また不当な特権によって,国 王と民衆との中に割 り込み
民衆の味方ではな く,国王の味:方となる連中のもつ
ある不毛な傲慢さへの憎しみ,そ うしたものが
日毎に,私 に強い支配力を持つようになってきて,あ われみと
愛 とに じり合 うのだった。)
個人の尊厳と独立,慈 しみと道徳を愛する詩人にとって,尊大な一人の人間の
大衆支配は決 して相容れない。そ うでなくとも,個kは 主の主,王 の王である
イエズス ・キ リス トを愛 している。 その前に,人 間すべて被造物 として,全
く,同等な存在である。その人間が他人の尊厳を犯すのは神が禁 じていること
である。そ うでなくとも,独裁主義か ら派生するのは,多 くの人kの 不幸,貧
困である。彼 らは,精神的のみならず,物 質的に他人の尊厳を犯 し,自 らの権
力に己惚れる。彼 らの祖先はニムロッ ドである。 ミル トンのみならず,信 仰を
持つ人kは 圧制 と独裁をこの上なく憎んだ。それ以前に生ける神は彼 らを憎ん
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でいる。大な り,小な りの独裁権を心か ら憎んだ。それ故に,神は彼およびそ
の一味に罰を与えることは歴史の証明するところである。それは,神は心か ら
愛する多 くの人間が彼 らの横暴によって,不幸にさせ られるか らである。憎む
べき,この圧制者,卑心の掠奪者である。 ワーズワースはその一例を飢えた苦
しむ一人の少女に見出している。
Andwhenwechanced
Onedaytomeetahunger-bittenGirl,
Whocreptalong,fittingherlanguidself
UntoaHeifer'smotion,byacord
Tiedtoherarm,andpickingthusfromthelane
Itssustenance...(IX,511-16)
(こうした折に,
たまたまある日ジ飢えにさいなまれている一人の少女に出会った。
彼女は子牛のようにのろのろと,腕に巻きつけた綱を頼 りに
力のぬけた身体をよろめかせながら,
ようようの思いで,小 道で食物をあさっていた。)
ワーズワースは,圧 制の終る ことを信 じている。
...weshouldseetheearth
Unthwartedinherwishtorecompense
Theindustrious,andthelowlyChildofToil,
Allinstitutesforeverblottedout
Thatlegalisedexclusion,emptypomp
Abolished,sensualstateandcruelpower
Whetherbyedictoftheoneorfew,
Andfinally,assumandcrownofall,
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ShouldseethePeoplehavingastronghand
InmakingtheirownLaws,whencebetterdays
Toallmankind. (IX,524-34)
(やがてこの大地 も,本来の意志を妨げられることなく,
営kと働 く人k,つ つましい苦役の子 らにも十分報い られるだろ うし,
差別待遇を法律化するすべての規則や慣習は,
今後,永久にぬぐい去 られるだろう,また,空kし い虚飾も
淫蕩な栄華 も,冷酷な権勢 もやがては,
一人 または少数者の布告によって,休止符が うたれることだろ うし,
また最後に,これ らすべての総決算 として,
国民が自らの法律をつ くる強力なちか らを獲得 し,
それによって,よ り良い日々が人類全体に及ぶのを
見 とどけられるだろ う,と。)
この よ うに,希 望 を抱 く一方,邪 悪 に対 して ワーズ ワースの心は痛みを感 じる
と同時に,そ の対決 の方法 を も考 えているのであ る。
YetdidIgrieve,noronlygrieved,butthought
Ofoppositionandofremedies...(X,128-29)
(とはいえ,や は り私は心を暗 くしていた。 しか も,
ただ暗 くしていたのではなく邪悪に対する抵抗 と,その救済のことを考え
たのだ。)
執拗な邪悪に対 して,詩人は霊的な苦闘を戦っている。邪悪が勝ち,正義が
破れるのだろ うか。 ワーズワースは邪悪の理論的敗北を考>xる。確iかに,この
世はまだ,少数の独裁者によって支配 されてはいるが,そ れは外見上である。
実際には独裁者以上に実質的力を持っ 「普遍的本性」(OneNature,X,140)
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が万民の支配者である。この本性はすべての人間に存在する。 まだ世が不完全
であるのは,人kが この本性を十分に活かし切れないか らである。一そ のた め
に,詩人は次のように,提案する。
amindwhoserest
Waswhereitoughttobe,inself-restraint,
Incircumspectionandsimplicity,
Fellrarelyinentirediscomfiture
Belowitsaim,ormetwithfromwithout
Atreacherythatdefeateditorfoiled.(X,152-57)
(人間の心 とい うものは,
本来 の拠 るべ き ところ,例 えば,自 制 とか周到 さ,と か素朴 さな どに
根拠を おけ ば,め った に 目指す 目標を完全に取 り逃す ことはな く,
また,そ うした計画を妨害 した り,
挫折 させ た りす る よ うな,外 部か らの
策略 に出会 うこ ともないだ ろ う...)
真理の勝利を確i信することが勝利を早め,実 現化する。なぜなら,「普遍的本
性」に反する独裁は力を得ないか らである。独裁者は強いように思われるけれ
ども,その内部は空洞化 していて脆い。
..,tyrannicPowerisweak,
Hathneithergratitude,norfaith,norlove,
Northesupportofgoodorevilmen
Totrustin,thattheGodheadwhichisours
Canneverutterlybecharmedorstilled,
Thatnothinghathanaturalrighttolast
Butequityandreason... (X,167-73)
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(独裁的な権力とは,す なわち力の弱いもので,
そこには感謝 も信頼 も愛 もなく,また,
善良な人kか らも,悪党たちか らも,安心 して
支援を求めることができないものだ...)
独裁権 力(tyrannicpower)は感謝 もされず,信 頼 も,愛 も得 ない。 ただ,
へつ らいの者に しか,支 持 されない。た と}x,力を持 った として も,そ れ は恐
怖 の力,死 刑 とか左遷のお どか しに よって,統 制 してい る。 人民ははっ きりと
した証拠に よって希望が確i実であ るに もかかわ らず,そ の希望 に信頼 しきれな
いか ら弱い。その弱 さを独裁者は利用 してい る。少 し,希 望 を持 つ ものがあれ
ば,た ちまち,そ の人を独裁 者は暴力 と虚為 で葬 って しま う。 しか し,正 義は
決 して神に とって裏 切 られない。 この世に幸不幸 を考えない。神 にあって生き
ることこそ,勝 利 者である。少数 の姦 知の輩 が大多数 の正気 を狂気へ と駆 り立
て る。世の善人 と称 される人kも その群れ に加 わって しま う(X,346-49)。
自分の由来が神である とい うことを忘れ る ときに,あ らゆる無 力,卑 屈,慾,
野心が生 じて くる源 となろ う。既 に,良 心 に死 んでいる人 々にとっては,何 ら
の苦痛にはな らないこ と,た とえば,自 然崇拝,人 間崇拝は,信 仰 に生 きてい
る人kに は耐 え難 い苦難 であろ う。 しか し,詩 人 は苦難 の意義を悟 ったのであ
る。
Thenwasthetruthreceivedintomyheart,
Thatunderheaviestsorrowearthcanbring,
GriefsbitterestofourselvesorofourKind,
Iffromtheatflictionsomewheredonotgrow
Honourwhichcouldnotelsehavebeen,afaith,
Anelevation,andasanctity,
Ifnewstrengthbenotgiven,oroldrestored,
TheblameisoursnotNature's. (X,422-29)
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(その間に,私 のこころのなかに
次のような真実が理解されるようになったのだ。つまり,
この地上で,どれほど痛切な悲しみに会い,ま た,
個人的な,あ るいは人間全体としての,ど んな辛い悲しみに出会 っても,
そうした苦悩をなめなが らも,ど こかに,も しもその苦悩がなければ,
決 して得 られなかったような尊厳,ひ とつの信念,
高らかな心,高 潔さが生れて くるようでなければ,
もしも,新 しい力が与えられ,古 い力が回復されるのでなければ,
それは自然の罪なのではなく,われわれ人間の責任なのだとい うことが。)
人類の憎むべき,圧制者がいかに攻め,攻 撃しようと,否,そ のような苦悩が
あるが故に,人 はより高貴に,よ り人間らしくなるのである。 また,そ うなら
なければならないのである。ここに,人 間に精神の揺 るぎない,独立 と自由が
ある。これこそ,人 間を人間たらしめている根本的原理である。圧制者 もこれ
に対し,決して踏みつぶすことはできないのである。神に感謝せよ。
2.人間性 の回復一 普遍の心
ワーズ ワースは ロベス ピェ ール とその一派 の失脚 を喜 んだ けれ ども,フ ラン
スの故国 との参戦,ア ネ ッ トとの交 わ りの断絶 な どに よ り,ひ どい絶望 の中
にあった。その彼を救 ったのは,他 な らぬ彼の妹 ドロシイと友人 コル リッジで
あった(X,904-15)。ワ 一ーズ ワースの魂 の回復 はその 自然観 に よく表現 され
ている。
Yemotionsofdelight,thatthroughthefields
Stirgently,breezesandsoftairsthatbreethe
Thebreathofparadise,andfindyourway
Totherecessesofthesoul!YeBrooks
Mutteringalongthestones,abusynoise
一95一
佛 教 大 學研 究 紀 要 通 卷74號
Byday,aquietoneinsilentnight... (XI,9-14)
(野原を静かに吹きわたるよろこびの息吹よ!
楽園の風を吹きよせ,人 間の魂の奥底までも
吹き込んで くる,しずかな風 よ,そ よかぜよ!
岩kの まわ りを,つ ぶや きながら,昼は昼で
にぎやかな音をたてて,ま たひそかな夜には
そっと声をひそめて流れゆく,君たち小川 よ!)
詩人は,人 間の邪に気をかけずに,自然界に深い喜びを見出している。これは
もちろん,現実逃避ではない。人間に課せ られた大 きい責任を知っているが故
に,他人の独立 と自由を知るが故に,また,他 人の固有の責任は他の誰も負う
ことができないことを知るがゆえに,詩人は一人 自然にあって神 と平和を享受
しているのである。人に とって必要なものは神のみである。神との絶対的な平
和喜びである。これこそ,人 間の最も大切な宝である。 ワーズワースはこれを
今心に抱いているのである。このようなとき,人は大勢の人kを 要しない。全
くの一人でも十分なのである。このような時,彼 は自然に純粋の喜びを得るの
である。
Themorningshines,
NorheedethMan'sperverseness;Springreturns,
IsawtheSpringreturn,whenIwasdead
Todeeperhope,yethadIjoyforher,
Andwelcomedherbenevolence,rejoiced
IncommonwiththeChildrenofherLove,
Plants,insects,beastsinfieldandbirdsinbower.
...inNaturestill
Glorying,Ifoundacounterpoiseinher,
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Which,whenthespiritofevilwasatheight,
Maintainedformeasecrethappiness.
HerIrestoredto,andlovedsomuch
Iseemedtoloveasmuchasheretofore...(XI,22-36)
(今,朝日が照 り輝いている。が,
人間のよこしまなど,気にかけていない。いま,春がめぐって くる。
深いよろこびなど,少 しも解 らなかった頃でも,すでに私は
春が必ず,め ぐりめぐるのを,ま のあた り見ていた。その頃でも私は
春のよろこびを味わい,春 の慈愛を歓迎 し,
植物や昆虫,そ れに野原に群がる家畜や,木 蔭の小鳥たちなど
春の愛か ら生れたすべての子 らと一緒に,私は喜びを共にしていたものだ。
(一部略)
依然 として私は大 自然のうちに
大いなる喜びを感 じつつ,大 自然のうちに精神の均衡を保つ錘を見出して
いた。
そしてその錘が,悪 霊がのさばっていた最中にも,
私のためにひそかな幸福を しっか りと守っていて くれたのだ。
やがてまた私は,大自然のふところに立ち帰 り,この う}xなく自然を愛し,
以前にまさるとも劣 らず,自 然にひきつけるような感 じがした。)
先程に,彼 の魂を回復 させたのは,コ ール リッジと ドロシイであ ると言 った。
しか し,彼 の心には,腐 らずにいた根があ ったのであ る。 この根 があったれば
こそ,彼 の魂は表面的に枯れていて も,蘇 ったのであ る。その根 とは何か。 そ
れを詩人 は次 の ように歌 ってい る。
Thelawsofthingswhichlie
Beyondthereachofhumanwillorpower;
Thelifeofnatrue,bytheGodoflove
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Inspired,celestialpresenceeverpure;
Theseleft,thesoulofYouthmustneedsberich,
Whateverelsebelost,andtheseweremine.(XI,97-102)
(人間の意志や能力の,と うてい届かないところにある
事物の法則,慈 悲深い神によって鼓吹され,常 に穢れない存在 としての
自然の生命デ こうしたものが残 されていれば,
他のどのようなものを失ってしまっても,なお,若者の魂は
きっとゆたかなものであるに相違ない。事実そ うしたものが私に
残されていたのだ。)
厂自然 の命」(thelifeofnature)カミあれ ぽ,愛 の神 の霊感す る と こ ろ とな
る。 この回復 の補助役 となるのが,「 自然 の霊」 であ る。魂 の回復には,自 然
が持 つ魂 が力を付す のは事実 であ る。
Oh!soulofNature,excellentandfair,
Thatdidstrejoicewithme... (XI,138-40)
(おお1す ば らしく,そして美しい自然のたましいよ,
そなたは私とともに喜びに浸 り)
自然には人間の魂に及ぼす感化力がある。 しかし,先にも述べたように,人の
魂の回復には魂の中に,「 自然の生命」が根本となるのである。そして,それ
はすべての人に存在 している。 この意味では自然の力は補助的即ち,第二義的
である。
Thereareinourexistencespotsoftime,
Whichwithdistinctpre-eminenceretain
ArenovatingVirture,whence,depressed
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Byfalseopinionandcontentiousthought,
Oraughtofheavierandmore.deadlyweight
Intrivialoccupations,andtheround
Of?dinaryintercourse,our.minds
Arenourishedandinvisiblyrepaired;
Avirtuebywhichplaasureisenhanced,
Thatpenetrates,enablesustomount
Whenhigh,morehigh,.andliftsusupwhenfallen.
Thisefficaciousspiritchieflylurks
Amongthosapassagesoflifeinwhich
Wehavehaddeep駸tfeelingthatthemind
Islordandmaster,andthatoutwardsence
Isbuttheobedientservantofherwill.(XI,258-73)
(われわれ人間存在には,と りわけ くっきりと
目立って,人 の命を よみがえらせてくれる力をそなえた
いくつかの時点があるものだ。それは,わ れわれの魂がそこから
たと>x,間違った意見や疑わ しい観念に よって,あ るいは
瑣末な雑事の重々しい,ま った く気のめいるような
重荷や 日常の交わ りの繰 り返 し,そ うした ものによって
すっか り打ちひしがれてしまって も,やがてそこか ら魂が
滋養をとり,外目にはわか らぬ ように回復 してゆける力,
われわれの喜びの度合が高まり,われわれの内部に浸透 し
われわれを高く,ます ます高かめるようにしてくれ,
たと>x転落 しても必ずわれわれを救い上げてくれる力を持っているものな
のだ。
このような優れた効力をもっている,いわば精霊は,主 として
人生の旅路の うちでも,人間の精神が主人公 となっていて
外面的な知覚は,精 神の意志にきわめて従順な従僕にすぎないことを
..
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深い感動をもって,わ れわれが体験できるような,
そ うしたふ とした小道にひそんでいるものなのだ。)
ワーズ ワースはそれを,神 の救いの恵み として受け とってい る。
Withtritereflectionsofmorality,
Yetinthedeepestpassion,Ibowedlow
ToGod,whothuscorrectedmydesires...(IX,373-76)
(月並の道徳的な反省もあるかも知れないが,
事実,ほ んとに深い感動をもって,私 は,こ のように
私の欲望を矯正 してくれた神のみまえに深 く頭を垂れたものだった。)
彼は,上 から分かるように,決 して自然宗教者ではな く,人格を持った神を第
一に考えている。神への感謝なくして,何 の良きものは出てこない。自然の回
復力もその恵みであって,それが第一原因ではない。そして,或 る程度回復の
芽が出てきた後には,自然の持つ大きな回復力によって,人 間の魂は静けさと
感動を自然から受けるようになる。
FromNatureBothemotioncome,andmoods,
OfcalmnessequallyareNature'sgift,
Thisisherglory... (XII,1-3)
(自然から感動が来る,そ して静けさの
気風も同じく自然の賜物なのだ,
これこそ自然の栄光)拙 訳
こ の 二 つ の"emotions"と"moodsofcalmness"カミ自然 の 栄 光 な の で あ る 。 こ
の 二 者 の 交 互 作 用 に よ っ て,人 は 「心 の 平 静 」 を 得 る("thathapPystillness
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ofthemind"(XII,13-14)。そ して,「 より賢 い気風」(thewisermood")
が偽 りの価値観か ら人 の魂 を救 う。 この気風で世の中を見 ると,彼 はその中に
無価値 な ものを見出す。
Ambition,folly,madnessinthemen
Whothrustthemselvesuponthispassivewould
AsRulersoftheworld...
(人kの 中に野心,愚 か さ,狂 気,そ れ らは
この受 け身 の世 の中に,こ の世の支配者の よ うに,
で しゃばっている...)拙 訳
この社会には,無価値なものが多い。人間に必要でないものに,人kは 力を
入れている。そのように,詩人の魂には見えてきたのである(XII,168-78)。
彼はそれだけ,神 の国に近付いたのである。この世か ら,彼の世に移って行っ
たと思われる。それが次の一本の道に表現されている。
Iloveapublicroad:fewsightsthereare
Thatpleasememore;suchobjectbathhadpower
O'ermyimaginationsincethedawn
Ofchildhood,whenitsdisappearingline,
Seen,dailyafaroff,ononebaresteep
Beyondthelimitswhichmyfeethadtrod,
Waslikeaguideintoeternity,
Atleasttothingsunknownandwithoutbound.(XII,145-51)
(私は広い公道が大好きだ。これ以上楽しませてくれる
眺めはほかにはない。少年期の明けそめ時か ら,
さらに向こうの,と ある禿山の彼方に,遠 く遠 く消えてゆく
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一本 の道す じを毎 日ながめてい ると,ふ と,
永遠 の世界 への,少 な くとも,未 知 の,そ して無限 なものへの
道 しるべの よ うな感 じが して きて_...
以上 の内容か ら分か るよ うに,特 に,道 を 「永遠 の世界 への,道 しるべ」 とし
ている ところに,ワ ーズ ワースは この現世か らかの世 に移 る準備 が整 いつつあ
る よ うに思われ る。彼は この散歩の途上に この世の空 しさを思い,こ れ らは天
国においては一つ の価値を も有 しないことを悟 ってい る。特に,人kが 「普遍
の心」("theuniversalheart",XII,219)を無 視 してい るところに,現 世的罪
があ る。 この 「普遍 の心」 とは外観 の きらびやか さとは全 く異な る。
Howofthighserviceisperformedwithin
Whenalltheexternalmanisrudeinshew,
Notlikeatemplerichwithpompndgold,
Butmeremountain-Chapelsuchasshields
Itssimpleworshippersfromsunandshower.(XII,226-30)
(人間の外面が,どれほどその見かけでは粗野であっても,
そのこころの中では,どれほどしばしば,敬虔な祈 りが
なされていることだろうか。それは,黄金で華麗に飾 りたて られた
寺院などとは似ても似つかず,日 ざしや驟雨などか ら
質朴な信徒をしっか りと守って くれる,飾 らない山中の教会に似ている。)
「敬けんな祈 り」を捧げる心こそ 厂普遍の心」である。
Others,too,
Thereareamongthewalksofhomelylife
Stillhigher,menforcontemplationframed,
Shy,andunpractisedinthestrifeofphrase,
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Meekmen,whoseverysoulsperhapswouldsink
Beneaththem,summonedtosuchintercourse:
Theirsisthelanguageoftheheavens,thepower,
Thethought,theimage,andthesilentjoy;
Wordsbut?der-agentsintheirsouls;
Whentheyaregraspingwiththeirgreateststrength
Theydonotbreatheamongthem:thisIspeak
IngratitudetoGod,whofeedsourhearts
Forhisownservice,knoweth,lovethus
Whenweareunregardedbytheworld.(XII,264-77)
(そのほかに,つ つましい生活を観察する散歩の途上には
もっとす ぐれた人間たちもいるのだ。深い瞑想に適するようにつ くられ,
引き込み思案で,言葉のや りとりには不慣れな人,
魂はその胸の うちに深くに秘められていて,そ うした
親 しい交わ りの時にその魂が呼び出されてくるような,人 当た りの優 しい
人達,
そ うした人たちの語る言葉は,天上のことぽにもふ さわ しく,
力と思想の形象と,落ち着いたよろこびにあふれ,し かも
その一語一語は,彼 らの魂のほんの補助役にすぎないのだ。
あらん限 りの力をつ くして,そ の意味を把えようとしても,
所詮,そ うした意味はここにはないのだ。以上のことを
私は神への感謝 として語っている。神は,自 らのつとめとして
われわれのこころを養い,われわれが世間か ら全 く無視されようとも,
神はわれわれを心にとめ,わ れわれを愛 し給 うのだ。)
「普遍のこころ」 とは祝福された,天 上の心,優 しさ,柔和であ り,そのよう
な人は既に天国に入っている。 物像的空間ではな く,霊 的空間的意味 にお い
て。このようなことこそ,世 界大学の理念であ り,世界大学の人kで ある。こ
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の世界は新しい世界なのである。私は,こ こに世界大学に共通する理念がワー
ズワースに芽生えているのに気づかれる。彼はより具体的にこの世界の実在,
その像を次の ように,描 いている。
Iseemedaboutthisperiodtohavesight
Ofanewworld,aworld,too,thatwasfit
Tobetransmittedandmadevisible
Toothereyes,ashavingforitsbase
Thatwhenceourdignityoriginates,
Thatwhichbothgivesitbeingandmaintains
Abalance,anennoblinginterchange
Ofactionfromwithinandfromwithout:
Theexcellence,purespirit,andbestpower
Bothoftheobjectseen,andeyethatsees.(XII,370-79)
(事実 この時期に,ひ とつの新しい世界が見えてきたような
気が した。それは,他 の人kに も伝えることが出来,
彼らの目にも,は っきり見えるように整えることもできる,
そ うした世界なのだ。とい うのは,そ れは,そ の基盤として,
人間の尊厳が,真 にそこか ら湧 き出て くるもの,それを
生み出す とともに,均衡を しっか りとた もち,内面 と外面か らの作用の,
人間を高貴にするあの交互作用ということを踏まえているのだ。
それは,見 られる対象 と,見ているまなざしとの
その双方が卓越することであ り,もっとも純粋な
生気であり,また,最 善のちか らなのだ。)
「新 しい世界」(anewworld,1.371)が,世界大学 の 「世界」の内包す る意
味 であ る。だ か らこそ,普 遍性 があるのである。 この世 のブ いわ ゆる 「世界」
ではない。従 って,こ の点 において,世 界連邦の 「世界」 で もない。 しか し,
空想 で もない。否,既 に実在 す る世界なのであ る。それだか らこそ,ワ ーズ ワー
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スはそれが 厂見える」 ように感 じている。その内包は 「人間の尊厳」 「人間を
高貴にさせる」 「純粋な力」 「最善の力」の源である。詩人の中で,之 ほど,
世界大学の精神の在 り方を説明したものはないであろ う。それは,コ メニウス
の教育理念と凵致する。
3.世界 大学 人 と しての ワーズ ワー ス
世界大学に生きる学者がいかなる人間であるか,それはワーズワースの思想
によく覡れている。天界に生きる,詩人の魂の在 りかたが知られ る。
Theyneednotextraordinary_calls
Toroutethem,inaworldoflifetheylive,
Bysensibleimpressionsnotenthralled,
Butquickened,rouzed,andmadetherebymorefit
Tohold.communionwhittheinvisibleworld.
SuchmindsaretrulyfromtheDeity,
FortheyarePowers;hencethehighestbliss
Thatcanbeknownistheirs,theconsciousness
Ofwhomtheyare,harituallyinfused
Througheveryimage,andthrougheverythought,
Andallimpressions;hencereligion,faith,
Andendlessoccupationforthesoul
Whetherdiscursiveorintuitive;
Hencesovereigntywithinandpeaceatwill,
Emotionwhichbestforesightneednotfear,
Mostworthythenoftrustwhenmostintense;
Hencechearfulnessineveryactoflife;
Hencetruthinmoraljudgementsanddelight
Thatfailsnot,intheexternaluniverse.
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(彼らの心を奮い起こさせるためには,何 の特別な呼びかけを
必要としない。彼らが呼吸している生命の世界にあって,
彼 らは決して感覚的印象などのとりこになっているのではなく,
それによってさらに生き生きとな り,奮いたち,目に見えない世界 との
まじわ りを行 うのにもっとも適切な状態になるのだ。
このような精神のもち主こそ,ま さしく宇宙創造の神に由来するのだ。
というのは,彼 らには神性があるのだ。したがって彼らは
人間の考えられる限 りの最高の精神の歓びをわがものとなし,
一切のもののすがた,一切の思考,一 切の印象を通して,
常 日頃,間 断なく鼓吹されることによって,
自己の創造主を自覚 し,そこか ら宗教なり信仰なりが生れ,
推論的にせよ,直覚的にせ よ,魂にとっての
終 りのない勤めが生 じて,そ こか らまた内面の
主権が生れ,自在に平和が獲得され,ま た
情緒がどれほど強烈に動いても,こ のう>xない配慮によって少しも
案 じるほどのことはなく,十分信頼 していてよいのだ。
こうして日常生活の一つ一つの行為が楽 しくな り,
そこからまた道徳的判断も公正にな り,喜びは,
外面的宇宙のなかにあって,決 して挫折することがないのだ。)
彼は心の在 りかたとして,目 に見えない神の祝福の国を霊に感 じることが出
来る。人格なる御子の存在が実体として感 じられる。彼は,こ のように,生 き
ているのである。この世界にある者には霊的なる祝福が下っている。人間が復
活するためにはキリス トのように,そ の神に対する関係つまり,義が完全でな
くてはならない。 しか し,人間にはそれが不可能である。しかるに,救 い主な
る,神 の御子 ・キリス トはその義を私達に与>xて下さったのである。この義に
よりて,人間はその信仰によりて,自 ら,義ではないのに完全な人間 として認
められて復活させ られるのである。それは,一 番深い平和である。この平和が
人間のすべての中で最 もよい賜物である。それ以外の ものは,す べて,い かに
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(i)
偉大な業 でも消滅 し,こ れ に較べ ると全 くi糞土に過 ぎないか らである。
このよ うな神聖な魂を持つ人格に とって,こ の世 の利 害関係は害が ある。彼
はむ しろ,こ の世 の利益 に対 して,超 越 してい るべ きものであ る。その ことを
ワーズ ワースは次 の よ うに語 っている。
Inever,inthequestofrightandwrong,
Didtamperwithmyselffromprivateaims;
Norwasinanyofmyhopesthedupe
Ofselfishpassions;nordidwilfully
Yieldevertomeancaresandlowpursuits;
Butratherdidwithjealousyshrinkback
Fromeverycombinationthatmightaid
Thetendency,toopotentinitself,
Ofhabittoenslavethemind,Imean
Oppressitbythelawsofvulgarsense,
Andsubstituteauniverseofdeath,
Thefalsestofallworlds,inplaceofthat
Whichisdivineandtrue. (XIII,131-43)
(善悪を求め る際には,私 は一度た りとも,私 的な 目的のために
自己を左右 させ られたため しはない し,ど の よ うな
希望を抱 いて も,け っ して利己的な情熱に まん まと
騙 された こ ともなか った し,卑 俗 な心遣 いや
低俗 な追求には,頑 として断 じて身を まかせ ることもな く,
それ どころか,精 神を とりこに して しま う,つ ま り,
(1)この点に関して,ワ ーズワスはその認識を深めてお り,それを彼の詩TheWhite
DoθOfRylstone(1815)に歌い上げている。佐藤清はその著PWordsworth』(研究
社,昭和55年)において,解説して言う,「この詩篇は幻滅を歌い,諦観(renunciation)
を歌ったもので,一切は消>x去る雲のようなものであるが,自然と心 と,神の平和だけ
が永遠なるものになることを述べたものである」(114頁)。キ リス トによる救済のみが
究極の宝であることを受け入れた者には当然のことであろう。
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通俗的な意味でのさまざまな法則によって
精神を圧迫し,神聖にして真実な世界を,
あ らゆる世界の うちで最悪の,死 の世界に
す りかえてしまう,そ うした惰性とい う,それ自身
きわめて強靱な傾向を助長する性質をもった
一切のかかわ りあいに対 して,私は細心の注意を払って
わが身をそこか ら遠ざけてきたのだ。)
心の高尚なものが,卑 しい利害関係に引き回され るべきではない。それは身
を奴隷にする死の世界である。心の高尚な人格こそ一番大切なものである。
ワーズワースは人間の愛よりも高尚な神の愛を知っていた。
butthereishigherlove
Thanthis,alovethatcomesintotheheart
Withaweandadiffusivesentiment;
Thyloveishumanmerely;thisproceeds
MorefromthebroodingSoul,andisdivine.(XIII,161-65)
(それ よりもさらに高い愛が
あるのだ。身のひきしまるような畏怖と限 りない
情愛とをもって,心 にしみわたるような愛が。
君の愛は,単 に人間的であるにすぎない。それに対 して,
この愛は,静 かに瞑 目するひとの魂から生れ,神聖なものだ。)
この愛の人格が,聖霊によってみこもった,乙女 マ リアか らナザ レで生れた
神の御子キ リス ト・イエズスである。先ず,認 識すべきことは神の国があると
いうこと,つ ま り,この,人間の水準でいえば 「霊的実在」,神の水準で言え
ば 「現実そのもの」が明らかに存在するとい うこと,御子の罪の許 しによりて
それを受け入れるすべての者に完全なる義が与えられるとい うこと。このこと
1:
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が理解 され ない と,キ リス トの有 り難 さ,神 の愛の意味 が分 らないであろ う。
まして,た といある個人 に とって最 も深 くて,真 実であろ うとも,人 間的愛 よ
(2)
りも神の愛の方が優れている理由が分か らないであろ う。
クリスチャンにとって,喜 びとは救いの確かさの喜びであって,い わば,保
証のある喜びであろ う。この点において,いわゆる神秘主義者のい う 「こうこ
つ」とは本質的に異なるのである。神秘主義者の喜びは,厂 糠喜び」に過 ぎな
い。何らの保証もない。 ワーズワースは救いの確i信の喜びを次のように歌って
い る 。
Andsothedeepenthusiasticjoy,
TheraptureoftheHallelujahsent
Fromallthatbreathesandis,waschastened,stemmed,
Andbalanced,byaReasonwhichindeed
Isreason;dutyandpathetictruth;
AndGodandMandivided,astheyought,
Betweenthemthegreatsystemoftheworld,
WhereManissphered,andwhichGodanimates.(XIII,261-68)
(こうして,深 い熱狂的な歓喜,息 づきそして実在 している
(2)英文学史上,神 の愛より,人間の愛を重んじた作家はGeorgeEliotである。彼女は
終に神の愛の本当の価値存在理由を知らずに終った人であろ う。人がキリストの罪の許
しの清めの血を信 じ受け入れなけれぽその人にどんな偉大な行いがあり,人情があった
としても同じく地獄に行くであろ う。人間の罪とは真に根深くて,人間の手では決して
除去できない。もちろん,ど んな偉大な自然科学者でも,医学者でも,幾百万人のアイ
ンシュタインも,マ ザー ・テ レサもできない。それほど罪の恐ろしさははか り知れず大
きい。天国とは,こ の世とは,違 うのである。人間の罪一点でも許されない。この世に
生きたその有様が死後の霊的状態となるのである。つまり,生前,そ の精神的本質が御
子のそれに等しい人間はキ リス トの方に向って光の方,天 国に行き,それに反する人間
はそのいかなる善行にも拘らず耐えることが出来ず,そ の逆の方向に走るのである。生
前,不可思議にも,キ リス トの神聖 と罪の許しとを信 じ得て,義 の冠を受けたものは一
人残 らず,他 と同じその罪深い体 と心にもかかわらず,絶 対的に天国に向い得る。その
罪はすべて,神 の御子によりてあがなわれているからである。そこにおいて初めて,神
の御子の絶対性が喜びと共に知られる。それが神の愛なのである。十字架の愛なのであ
る。このことを認識 しないで,神 の愛を説くことは出来ない。
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一切のものか ら送 られて くる,あのハ レルヤの
歓喜は,正 真正銘の理性とい>xるある理性によって,
また,義 務感 と,悲愴な真実 とによって,
浄め られ,鎮 め られ,そ うして均衡を与えられ,
こうして神 と人間 とは,当 然そ うすべきことなのだが,
人間はそこに取 り囲まれ,神 がそれに生命を与えるとい うように
世界の大いなる体系を,そ の両者の間で分割 したのだ。)
これ こそ,人 間の存在の根本を示す ものである。我hは 神に帰って最も幸福
であるのだ。
この敗退と汚濁 と恥辱の世の中で生 きていく目標を掲げて,こ の偉大 な詩
『序曲』は終結 している。
Then,though,tooweaktotreadthewaysoftruth,
ThisAgefallsbacktooldidolatry,
Thoughmenreturntoservitudeasfast
Asthetideebbs,toignominyandshame
ByNationssinktogether,weshallstill
Findsolaceintheknowledgewhichwehave,
Blessedwithtruehappinessifwemaybe
Unitedhelpersforwardofaday
Offirmertrust,joint-labourersinthework
(ShouldProvidencesuchgracetousvouchsafe)
Oftheirredemption,surelyyettocome.
ProphetsofNature,wetothemwillspeak
Alastinginspiration,sanctified
Byreasonandbytruth;whatwehaveloved
Otherswilllove;andwemayteachthemhow;
Instructthemhowthemindofmanbecomes
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Athousandtimesmorebeautifulthantheearth
Onwhichhedwells,abovethisFrameofthings
(Which,'midallrevolutionsinthehopes
Andfearsofmen,dothstillremainunchanged)
Inbeautyexalted,asitisitself
Ofsubstanceandoffabricmoredivine.(XIII,431-52)
(その時こそ,た とえ現代が真理の道を歩むには,
あま りにも弱腰のために,古 い偶像崇拝にたち帰 りつつあろ うとも,
たとえ民衆が,潮 の退 くよケに再び,た ちまちの うちに
奴隷的屈従の状態にもど り,それぞれの国家ごとに
汚濁 と恥辱の淵に転落 してゆこうとも,それでもなお,
私達は,現在もっている認識のうちに慰めを見出すことが出来,
真の幸福にあずかることが出来るのだろう,もし私達が
より強い信頼のもてる日を,互 いに促進 し合い,
人間の救済 とい う,まさにこれか らの仕事に
(もし天の配慮で,そ のような恵みが私達に与えられるなら)
二人で手をたつさえて従事するようなことが出来さ>xすれば。
大自然の予言者 としての私達は,彼 らに語 りかけるだろう,
理性と真理によって,神聖なものに純化された
あの永続的な霊感を。そして,二人が心から愛 してきたものを
彼らも愛するようになるだろ う,また彼 らにその経過を教えよう,
どのようにして人間の精神が,住 んでいるこの大地 よりも
幾百倍も,さ らにさらに美 しくなるのかとい うこと,それか らまた
事物の構造(そ れは,人 間の希望や不安の
あらゆる転変のさなかにも,依然 として,何 ら
変化することのないものなのだが)そ れよりもさらに
神聖な実体 と構造とを,こ の精神自体がもっているために,
事物よりもさらに美しく高められるのだとい うことを。)
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ここで,ワ ーズワースは人間の魂の絶対的価値を述べている。物質よりも,
人間の魂がいかに価値あるものかを。それゆえにこそ,人 はこの世の生活を尊
び,高 め,美 しくすることが要求されているのである。この世での心の在 りか
たが死後に継続 されるのであるか ら。 しか し,一般大衆は相も変わ らず,物質
の価値を,目 に見える良いものしか追求 しないようである。ここに,予言者の
必要性がある。絶えず,人kに 神を思 う機会を与えることが必要であるのだ。
世界大学の機能の一つは,こ のような予言者としての働きであろ う。世界大学
を実現することは,ワ ーズワースの志をこの世に今に活かすことになる。人類
の普遍の価値を追求するものは必然的にこのような結論に到る。 コメニウスし
か り,ワーズワースしか り,世界大学 しか り,その他数えられない程の人kの
結論である。結局の結論は地上の次元ではこの世のすべての命の源 となられ,
その後,ナ ザレに生れた方,天 上の次元ではすべての権威である神の御子に帰
結する。〔詩の訳は断 りがない場合,岡 三郎訳 『ワーズワース序曲』(国文社,
1983年)を用いた。 記して訳者に謝意を表する。〕尚,参 考文献についてはこ
の論が完結する次稿にして記載する。
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